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目的

食品安全委員及び事務局員が緊急事態及び緊
急時対応の共通認識を持つ。

対応力や判断能力を向上させる。

緊急時対応マニュアルの適確性を確認する。

緊急時対応手順を確認する。

定められた対応を迅速かつ確実に実施する。

訓練形式

訓練開始のタイミングでさえも事前に参加者に伝えない訓練。シナリオ非提示型
訓練よりもより現実に近い状況設定となるが、訓練による混乱防止の観点から、
対象範囲は限定される。

抜き打ち訓練

訓練シナリオを事前に提示しない形式の訓練で、完全な抜き打ち訓練ではないが、
訓練参加者（プレーヤー）は訓練中にコントローラーから付与される情報（状況）に
基づき自ら判断し行動する。実践的な対応力を検証するのに適している。

シナリオ非提示
型訓練

対応手順や連携の確認に主眼をおくため、事前に訓練シナリオを提示する訓練。
実践的な対応力の向上には向かない。シナリオ提示型

訓練

実際に体を動かすものではなく、イメージ力の向上や、判断能力の向上を目的と
する場合に適した訓練。また、空間的あるいは時間的な制約がないため、例えば
災害の長期化に関する課題の抽出等、実際の訓練では実施が困難な事項の検
討にも適している。

机上

シミュレーション

座学を中心として、基礎的知識及び専門知識の習得を図る。さらに組織が抱える
未解決の課題等についても議論を深めておく。研修会

特徴訓練形式
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今年度の訓練について

個別要素訓練

シナリオ
非提示型訓練

机上
シミュレーション

種類

訓練対象者が、①専門家レクチャー
受講、②広報文案の作成、③記者会
見の模擬実施等を行う。

緊急時広報に
関する対応能力
の向上

第3回

訓練対象者に緊急事態に関する情
報を適宜付与。訓練対象者は、マ
ニュアルに従いつつ、臨機応変に判
断・行動する。

緊急時マニュアル
の実効性検証

第2回

関係者が一堂に会し、緊急事態を設
定の上、時系列に沿って、想定され
る事態の進展、初動体制の段取り等、
マニュアルの分掌に則り話し合う。

緊急事態に
ついての
展開イメージの
共有

第1回

内容例テーマ（目的）例回

緊急事態

（ダイオキシン類）③上記①、②には該当しないが、社会的反響等
を勘案し、緊急の対応が必要な場合

・急性脳症多発事例②科学的知見が十分ではないことにより被害が
生じる、または生じるおそれがある場合

・大規模食中毒
（O157等）

①被害が大規模又は広域で、食品安全委員会
とリスク管理機関の相互間において調整を要
する場合

例示対象となる緊急事態等の種類
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・緊急協議を実施し、緊急対策本
部の設置を決定

・緊急対策本部の活動

・本部事務局の運営

食品安全委員会緊急時対応マニュアルにおける緊急時対応訓練

リスク管理機関
厚労省
農林水産省

環境省

通報

第一報の通報・情報交換

連絡

連絡

食品安全担当大臣

報告

指示

緊急事態等の発生

指示

緊急事態等における情報連絡体制

＜情報連絡窓口＞
情報 ・ 緊急時対応課

事務局長
・委員長からの指示に基づき、食品安全担当大臣

への報告を行う
・委員長からの指示事項等を各課に指示

委員会の対応

決定

食品健康影響評価
・科学的知見に基づく客観的かつ
中立公正な食品健康影響評価

情報提供
・国民への情報提供
・関係機関等への情報提供

リスクコミュニケーション

情報の収集・分析・共有化
・情報・緊急時対応課、勧告広報

課による情報収集等
・委員及び専門委員による情報
収集等
・職員等の現地派遣
・調査による情報収集

勧告及び意見
・食品健康影響評価の結果に基
づく、関係各大臣への勧告等

・委員長は、委員及び事務局長等と協議の上、リスク管理

機関と緊密な連携を図りつつ、必要に応じ委員会会合を
開催し、速やかに委員会としての対応策を決定

・委員長は、関係する専門調査会に対し、開催を指示し、

必要な情報収集又はリスクコミュニケーションの方法の
決定等について専門的な知見に基づき審議させる

・ 対応策の決定にあたっては、委員会及びリスク管理機関の

役割分担、それを前提とする協力内容の明確化等に努める

委員会の対応策の決定過程

対策本部の設置

助言

委員長
・食品安全担当大臣への報告の必要性を判断
・事務局長に対し、食品安全担当大臣への報告

又は委員会開催等を指示
・食品安全担当大臣への緊急対策本部設置の助言

設置

緊急時の探知

組織内の連携

組織間の連携

意志決定の手順等

個別要素の機能強化・連携

２．第１回訓練素案について
～机上シミュレーション～
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訓練の目標

予め設定した緊急事態が「どう進展していきそう
か」「関係各所はいつどのような対応を行うか」
について話し合うことにより、

①食品安全委員会が対応すべき緊急事態につい
ての展開イメージを共有する

②シナリオ非提示型訓練に向けた課題を抽出する

机上シミュレーションとは

実際に体を動かすものではなく、イメージ力の向上や、
判断能力の向上を目的とする場合に適した訓練。

司会進行役が議題を付与し、その議題に沿って対応
を検討する。

緊急時に入手が予想される情報（通報等）は、用意し
ておき、司会進行役の指示及び訓練参加者からの要
請に添って情報を付与する。
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記録

○月×日Ａ市の小学校で下痢患者 患者数１００名

翌日３名死亡

患者児童からＯ１５７検出

Ａ市給食停止

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

Ａ 市

司会

記録 訓練事務局

マニュアル

緊急事態の設定

・A国で、鶏、卵及び飼料から高濃度のダイオキシン
が検出されたことが判明。
・飼料の汚染は少なくとも半年前からで、A国からの鶏
肉、鶏卵の輸入があり、すでに日本国内で消費され
ていることが報道される。
・後に家禽だけでなく、豚、牛への影響も判明
（ベルギー産鶏肉等のPCB汚染事故がベース）

③
上記①、②には該当しないが、社会
的反響等を勘案し、緊急の対応が
必要な場合

・全国で小学生を中心に消化器系の疾患に似た症状
が散発

②
科学的知見が十分ではないことに
より被害が生じる、または生じるお
それがある場合

・Ａ市の多くの小学校で下痢１００人規模の集団食中毒
が発生
・翌日３名が死亡
・患者児童から０１５７を検出
（堺市学童集団下痢症事件がベース）

①
被害が大規模又は広域で、食品安
全委員会とリスク管理機関の相互
間において調整を要する場合

初期設定対象となる緊急事態等の種類



7

進行スケジュールと内容

シミュレーションを通じて作成された緊急
事態のシナリオを参加者全員で再検討
する。

反省会３０分

前段の検討を受けて、緊急事態が進展・
拡大するイメージを議論するとともに、食
品安全委員会の対応について議論

緊急事態の進展・
拡大イメージ

１時間

いくつかの想定されるトリガー情報をもと
に、初動の進展イメージを検討する

緊急事態への初動
対応イメージ

１時間

・訓練の進め方の説明

・緊急時対応体験等のポイント提示

オリエンテーション３０分

内容テーマ時間


